






要約:1988 年に HPLC による VMA、HVA、Creatinine の測定による神経芽細胞腫のマススク

リーニングが推奨され、各地で実施されている。そこで、各測定施設での creatinine 当

りの VMA、HVA 値およびカットオフ値について調査し、さらに、測定値に影響する因子-特

に尿の汚染について検討し、乾燥ろ紙尿では安定に保存できるが、生尿や湿ったろ紙尿で

は予防対策が必要と考えられた。


